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平成29年度の中間貯蔵施設事業の方針

○平成２９年度の輸送量５０万ｍ³程度。
・ 学校等に保管されている除染土壌等を優先的に輸送。
・ 先行して学校等から仮置場に搬出済みの市町村に配慮。
・ その他、以下を考慮し、各市町村からの搬出量を決定（焼却灰

の輸送を含む） 。
①各市町村に均等に配分した基礎量

②立地町である大熊町・双葉町等への配慮

③発生量等に応じた傾斜配分（発生時期や広域処理にも配慮）

○今後の輸送量及び輸送台数を想定した上で、これらに対応した道
路交通対策を、輸送量の拡大に先立って実施。

－平成２９年度の輸送量に対応した舗装厚の改良などの道路交通対策を平成28年度内に実施

－ピーク時の輸送に向けて工事用道路の整備を含め必要な道路交通対策を順次実施

輸送
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○既に工事に着手している受入・分別施設、土壌貯蔵施設の整備
を進め、平成２９年秋頃を目処に貯蔵開始。

○平成３０年度の輸送量９０～１８０万ｍ³に対応する受入・分別施設、
土壌貯蔵施設を着工。

○平成２９年冬頃の稼働を目指し、大熊町の減容化施設を整備。
併せて、平成３１年度稼働を目指し、双葉町に減容化施設を着工。

○焼却灰の輸送の開始に併せて、焼却灰保管場を確保しつつ、
平成３１年度の貯蔵を目指し、廃棄物貯蔵施設の整備に着手。

○除染土壌等の継続的な搬入が可能となるよう、
平成２９年度の輸送量の搬入に必要な保管場の整備を実施。

平成29年度の中間貯蔵施設事業の方針

施設

○当面５年間の見通し（平成２９年度末２７０～８３０ha（累計））に

沿って、丁寧な説明を尽くしながら、用地取得に全力で取り組む。

用地

平成２８年１２月９日
公表資料
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三角屋交差点

輸送ルート： 積込場等から受入・分別施設
への輸送路及び帰路

運搬ルート： 受入・分別施設から 土壌貯蔵
施設への運搬路及び帰路

大熊工区における土壌貯蔵施設等の位置（平成28年度工事）

※今後、施設の工事に伴い、多数の工事関係車両が建設予定地周辺を通行することとなるが、
積載物等の飛散防止や工事関係車両の交通事故防止等の安全対策に万全を期すとともに、各種
モニタリングを適切に行うことで、工事に対する安全と安心の確保に努めながら工事を行う。

受入・分別施設
（大熊町大字小入野字東大和久 の一部）

：輸送ルート

：運搬ルート

土壌貯蔵施設
（大熊町大字小入野字東平、
大熊町大字夫沢字東台 の一部）
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：輸送ルート

：運搬ルート

土壌貯蔵施設
(双葉町大字郡山字本風呂、

双葉町大字郡山字五斗蒔、

双葉町大字郡山字堂ノ上の一部) 

受入・分別施設
(双葉町大字郡山字根田の一部)

双葉工区における土壌貯蔵施設等の位置（平成28年度工事）

※今後、施設の工事に伴い、多数の工事関係車両が建設予定地周辺を通行することとなるが、
積載物等の飛散防止や工事関係車両の交通事故防止等の安全対策に万全を期すとともに、各種
モニタリングを適切に行うことで、工事に対する安全と安心の確保に努めながら工事を行う。 4



大熊工区の土壌貯蔵施設等の整備状況

 昨年11月15日に施設の工事に着手したところ。
 受入・分別施設、土壌貯蔵施設の両方において、敷地内の造成工事を実施
中。

 受入・分別施設が完成次第、当該施設の初期運転を行うほか、今年の秋に
は土壌貯蔵施設への貯蔵を開始する予定。

土壌貯蔵施設予定地における造成工事受入・分別施設予定地における造成工事
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双葉工区の土壌貯蔵施設等の整備状況

 昨年11月15日に施設の工事に着手したところ。
 受入・分別施設においては、建屋内機器の設置工等を実施中。
 土壌貯蔵施設においては、敷地内の伐採、造成工事等を実施中。
 受入・分別施設が完成次第、施設の初期運転を行うほか、今年の秋には土
壌貯蔵施設への貯蔵を開始する予定。

土壌貯蔵施設予定地における伐採・造成工事受入・分別施設予定地における工事の様子

6



平成29年度中間貯蔵（大熊、双葉工区）土壌貯蔵施設等工事の概要

工事
件名

平成29年度中間貯蔵（大熊、双葉工区）土壌貯蔵施設等工事

大熊１工区 大熊２工区 双葉１工区 大熊３工区 双葉２工区

概要

中間貯蔵施設の受入・分別施設、土壌貯蔵施設を整備するとともに、除染土壌等の
仮置場からの輸送、分別処理、貯蔵施設への埋立を行う。

除染土壌等：主に8,000Bq/kg超 除染土壌等：8,000Bq/kg以下

規模
受入・分別処理能力：各140t／時

除染土壌等の輸送量、貯蔵量：各737,500m3 （※）（計3,687,500m3）

スケ
ジュール

平成29年2月28日公告、4月21日開札 3月7日公告、4月28日開札

工期 ： 平成29年５月頃～平成33年３月

契約締結（平成29年５月頃）後、準備ができ次第、確保済み用地にて着工予定。

※  工事規模やスケジュールは、用地確保状況や作業の進捗状況により変更となる可能性がある。

※ 貯蔵時の体積は約 55万m3となる見込み。
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双葉2工区
受入・分別施設

双葉1工区
受入・分別施設

双葉1工区
土壌貯蔵施設

双葉2工区
土壌貯蔵施設

大熊1工区
土壌貯蔵施設

大熊1工区
受入・分別施設

大熊2工区
受入・分別施設

大熊3工区
受入・分別施設

大熊2工区
土壌貯蔵施設

大熊3工区
土壌貯蔵施設

平成29年度中間貯蔵施設の工事予定場所

※上記星印の周辺で、用地確保済の場所において工事を行う。
※用地確保状況に応じた場所、規模で工事を実施していく。
※今後、施設の工事に伴い、多数の工事関係車両が建設予定地周辺を通行することとなる
が、積載物等の飛散防止や工事関係車両の交通事故防止等の安全対策に万全を期し、工事
に対する安全と安心の確保に努めながら工事を行う。 8
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＜凡例＞

大熊東工業団地保管場

今年度搬入中・搬入予定の保管場

平成28年度の保管場整備箇所・搬入状況等（大熊工区）

3

面積
【ha】

保管量
【m3】

利用開始時期

工業団地保管場 － 52,000 H２７／３／１３

保管場１ 1.2 33,000 Ｈ２８／９／２

保管場２ 1.3 37,000 H２８／10／７

保管場３ 1.3 0 Ｈ２９／３

※いずれも3月14日時点の数字である。

写真準備中
（保管場２ 搬入状況）

整備状況がわかる写真

搬入状況がわかる写真
①
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＜凡例＞

双葉工業団地保管場

今年度搬入中の保管場

町
道

中
野

・
郡

山
線

6

391

288

平成28年度の保管場整備箇所・搬入状況等（双葉工区）

面積
【ha】

保管量
【m3】

利用開始時期

工業団地保管場 － 87,000 H27.3/25

保管場１ 0.5 10,000 H28.12/7

※いずれも3月14日時点の数字である。

搬入状況がわかる写真

整備状況がわかる写
真①
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４

１

２

３

灰の保管場８
５

６

７

面積
想定保
管可能
量

合計 利用開始時期
（メド）

(ha) (m3) (m3)

保管場

既存保管場 - 50,000 

305,000

４月以降

新設保管場① 3.0 36,000 ４月以降

新設保管場② 0.5 13,000 ４月以降

新設保管場③ 8.3 109,000 ５月以降

新設保管場④ 1.8 43,000 ７月以降

新設保管場⑤ 2.4 25,000 ８月以降

新設保管場⑥ 1.3 14,000 ８月以降

新設保管場⑦ 1.4 15,000 ６月以降

灰の
保管場

灰の保管場⑧ 調整中

※記載場所に隣接し、用地取得ができた場所に
は順次保管場を拡張整備していく。
※記載場所以外であっても、一定のまとまりのあ
る場所には順次保管場を整備していく。
※今後、取得済み用地において、スクリーニング
施設を整備する。

平成29年度に使用予定の保管場について(大熊工区)

＜凡例＞

既存保管場

使用予定保管場

整備予定のスクリーニング場

既設スクリーニング場

撤去物仮置場

（平成29年3月15日時点）



平成29年度に使用予定の保管場について(双葉工区)

4

灰または除染土壌等の保管場

灰の保管場
※記載場所に隣接し、用地取得ができた場
所には順次保管場を拡張整備していく。
※記載場所以外であっても、一定のまとまり
のある場所には順次保管場を整備していく。
※今後、取得済み用地において、スクリーニ
ング施設を整備する。
※学校輸送分は町有地へ搬入する。

1

2
3

4

5
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＜凡例＞

既存保管場

使用予定保管場

整備予定のスクリーニング場

既設スクリーニング場

灰の保管場

撤去物仮置場

面積
想定保管可

能量
合計 利用開始時期

（メド）
(ha) (m3) (m3)

保管場

既存保管場 - 6,000

108,000

新設保管場① 0.7 23,000 ４月以降

新設保管場② 0.9 27,000 ４月以降

新設保管場③ 0.6 14,000 ４月以降

新設保管場④ 0.6 19,000 ４月以降

新設保管場⑤ 0.7 19,000 ４月以降

灰の保管場 0.2 6,000 6,000 ４月以降

（平成29年3月15日時点）



・焼却残さは、フレキシブルコンテナ等の容器に封入した上で、雨水の浸入を防止する構
造の保管施設において保管します。

・保管施設の壁面等には放射線遮へい用の遮へい土のう等を設け、床面はコンクリートで
舗装し汚水が漏えいしない構造とします。

遮へい土のう遮へい土のう 焼却残さ

灰の保管場について

仮設建屋または既存建屋

灰の保管場（イメージ）

（灰の保管イメージ写真）

（仮設建屋または既存建屋）
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【対象物】

・双葉町等で発生した可燃性の除染廃棄物および双葉町で発生した災害廃棄物等

・中間貯蔵施設に搬入もしくは施設内で発生した焼却灰等

※焼却灰については熱処理を実施し、当面、焼却灰処理物は中間貯蔵施設内での再生利用を想定

【建設用地】

双葉町大字細谷字大森 地内

敷地面積 約５ha

（減容化施設をはじめとするプラント設備、減容化施設で発生した灰を保管するための

保管施設、管理棟などの付帯施設を建設）

【施設の規模】

１日あたり２００トン程度の廃棄物を処理

できる規模の施設を想定（２４時間稼働）

【設置する施設】

・受入ヤード、減容化施設・排ガス処理設備

・仮設灰保管施設

・その他付帯施設（管理棟など）
地理院地図（国土地理院）をもとに環境省作成

双葉工区における廃棄物減容化処理業務の概要

14
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業務のスケジュール
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減容化処理業務の発注スケジュール（予定）

○平成29年４月以降

・有識者による検討会の開催

⇒施設発注に使用する要求水準書等への反映

○平成29年 秋頃

・減容化処理業務の発注公告

○平成29年 年内中

・契約締結

○平成29年度内

・着工

○現在

・ボーリング調査等の現地調査を実施中

○平成31年度内
・稼働



平成28年度の輸送について

【平成28年度の輸送】

●平成28年４月18日より開始。

●昨年度の検証を踏まえた改善策を講じつつ、引き続き輸送対象物の全数管理、輸送車両の運行管理、

環境モニタリング等を行い、安全かつ確実な輸送を実施中。

●段階的に輸送量を増加させていくこととし、今年度は15万㎥程度の除染土壌等を輸送する予定。

【学校等からの輸送】

●大熊町・双葉町の協力を得て町有地も活用して、保管場への学校等からの除染土壌等の搬出を行う

もの。

●地上保管されているものなど早期に搬出可能なものについて準備が整ったものから順次搬出。

●現在は、搬出の準備が整った市町村の学校等から大熊町及び双葉町の町有地を活用した保管場、双

葉町の既存の保管場への搬入を行っている。

平成28年度の輸送実績（平成29年3月15日時点）

●搬入量 計 177,528 ㎥
（昨年度からの累計：222,910 ㎥）
内訳：大熊工区保管場 96,162 ㎥

双葉工区保管場 81,366 ㎥
※輸送した大型土のう袋等１袋の体積を１㎥として換算した数値

●総輸送車両数 計29,397台
（昨年度からの累計：36,926台）
内訳：大熊工区保管場 15,474台

双葉工区保管場 13,923台
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中間貯蔵施設への輸送に係る搬出元市町村

いわき市

福島市

郡山市

田村市

白河市

南相馬市

伊達市

二本松市

飯舘村

天栄村

浪江町

須賀川市

相馬市

川内村

西郷村

棚倉町

川俣町

楢葉町

本宮市
葛尾村

大玉村

大熊町

三春町

富岡町

矢吹町

広野町

新地町

双葉町

桑折町

国見町

泉崎村

鏡石町

中島村
南会津町

猪苗代町

下郷町

塙町

会津若松市

昭和村

会津美里町
柳津町

矢祭町

石川町

三島町

会津坂下町 湯川村

古殿町

鮫川村

小野町

平田村玉川村

浅川町

只見町

喜多方市

金山町

檜枝岐村

西会津町

北塩原村

磐梯町

中間貯蔵施設

平成29年度輸送対象市町村

平成27年度に輸送が終了した市町村

平成28年度に輸送が終了したもしくは終了する予定の市町村

＜昨年度輸送が終了した市町村＞

鮫川村、玉川村、平田村、浅川町、古殿町、
小野町

＜今年度輸送が終了する予定の市町村＞

会津坂下町、湯川村、会津美里町、石川町、塙町、矢祭町、猪苗代町、三島
町、柳津町、会津若松市、下郷町、昭和村、南会津町 17



平成29年度の輸送の見通し（大熊工区）

※搬出可能量は概数。実際の搬出量は、保管実態等地域の状況に応じて変更の可能性がある。
※学校等（現場保管）からの輸送については、市町村等の掘り起こし等の計画の状況に応じて変更の可能性がある。
※輸送車両は、大熊工区・双葉工区合わせて、年間平均350往復／日程度の走行を予定。 18

地域 市町村名 搬出可能量〔㎥〕
学校等（現場保管）からの

輸送予定量〔㎥〕
輸送時期の想定

浜通り
（南部）

大熊町 33,000 －

・川内村、いわき市の一部、田村市、三

春町の一部、白河市の一部、天栄村、

西郷村の一部、棚倉町の一部

⇒輸送ルートの状況などを考慮すると、

可能な限り積雪時期を避ける必要があ

るため、春から秋にかけて輸送。

・その他の市町村について

⇒輸送量・輸送箇所数等も踏まえ、市

町村と調整しつつ輸送。

富岡町 30,000 －
楢葉町 18,000 －
川内村 9,000 －
広野町 6,500 －

いわき市 6,500 7,000

県中

郡山市 13,500 32,500
須賀川市 6,000 7,500
田村市 10,000 若干数

鏡石町 2,500 1,000
三春町 10,500 －

県南

白河市 15,000 4,500
天栄村 7,000 －
西郷村 13,500 －
泉崎村 6,500 －
中島村 5,000 －
矢吹町 6,000 －
棚倉町 4,500 2,000

合計 ２０万㎥程度 ６万㎥程度



平成29年度の輸送の見通し（双葉工区）

地域 市町村名 搬出可能量〔㎥〕
学校等（現場保管）からの

輸送予定量〔㎥〕
輸送時期の想定

双葉郡
（北部）

双葉町 30,000 3,500

・葛尾村、福島市の一部、二本松市の一部、

伊達市、本宮市の一部、川俣町、大玉村

の一部、飯舘村

⇒輸送ルートの状況などを考慮すると、可

能な限り積雪時期を避ける必要があるた

め、春から秋にかけて輸送。

・その他の市町村

⇒輸送量・輸送箇所数等も踏まえ、市町村

と調整しつつ輸送。

浪江町 26,000 －
葛尾村 11,000 －

県北

福島市 15,000 17,500
二本松市 8,000 7,000
伊達市 15,000 500
本宮市 5,500 1,500
桑折町 6,500 －
国見町 5,500 －
川俣町 13,500 1,500
大玉村 5,000 －

相馬

相馬市 5,000 3,000
南相馬市 20,500 －
新地町 2,000 －
飯舘村 22,000 －

合計 ２０万㎥程度 ４万㎥程度
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※搬出可能量は概数。実際の搬出量は、保管実態等地域の状況に応じて変更の可能性がある。
※学校等（現場保管）からの輸送については、市町村等の掘り起こし等の計画の状況に応じて変更の可能性がある。
※輸送車両は、大熊工区・双葉工区合わせて、年間平均350往復／日程度の走行を予定。



中間貯蔵施設用地の状況について
（平成２９年２月２８日時点）
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全体面積
約１，６００ｈａ

項 目 全体面積内訳
全体面積に
対する割合

登記記録人数
(2,360人)内訳

地権者連絡先
把握済み

約１，１９０ha 約７４％ ※１ 約１，７２０人

調査確認
承諾済み

約１，１１０ha 約６９％ 約１，４９０人

物件調査済み 約１，０７０ha 約６７％ 約１，４３０人

契約済み 約３３６ha 約２１．０％ ７１９人
（約３０．５％）※２

町有地 約１６５ha 約１０．３％ ※１

国有地/県有地/
無地番地の土地

約１６５ｈａ 約１０．３％ ※１
※２ 土地・建物所有者登記
記録2,360人に対する割合。

公有地等

約３３０ｈａ

民有地

約１，２７０ｈａ

※１ 連絡先把握済み地権

者の面積は、民有地と公有
地の合計で全体の約９５％
となっている。



【参考】 地権者の状況について（平成２９年２月２８日時点）
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郵送や電話連絡への応答がない方
約１０人

土地所有者・建物所有者

順次補償額を提示～
説明を継続

登記記録 ２，３６０人 ※１

【地権者】

現在の把握数 約１，７３０人

契 約 実 績

約６３０人

戸籍、住民票情報等
により、連絡先確認

※１ 建物以外の物件のみの所有者等の存在、相続の発生等もあるため、今後、地権者数は増減あり。

物件調査結果に基づく補償金額の算定
～補償額を提示～説明を継続

（注） 数値については概数であるため、
合計と一致しない場合がある。

建物等の物件調査の承諾を得ている件数

約１，４９０件

●件数 ７１９件 ※２

個別訪問している方等 約１，６５０人

●連絡先を把握している地権者の所有地の面積の合計は、約１，５２０ｈａ（うち、公有地（国、県、町等の所
有地）等の面積は、約３３０ｈａ）となっている。全体面積（約１，６００ｈａ）に対して、約９５％となっている。

連絡先を把握している地権者

・死亡されている方：約４１０人

・登記記録の所有者の記載が
氏名のみ 約１４０人

・登記名義人が戸籍に該当なし
約８０人

※２ 土地売買：６７４件、地上権設定：４５件。

詳細を確認

現地調査済 約１，４４０件

連絡先を把握できていない地権者

●面積 約３３６ｈａ

調査不要の案件

建物等の物件調査についての協力要請

対応策検討


